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令
和
７
年
度
予
算

歳　入
79億5,841万円

一
般
会
計 

79
億
58
百
万
円

　
第
４
４
７
回
３
月
定
例
会
は
、
３
月
７
日
か
ら
３

月
18
日
ま
で
の
12
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
町
長
よ
り
提
出
さ
れ
た
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
、
令
和
７
年
度
一

般
会
計
予
算
等
の
21
議
案
、
陳
情
１
件
の
他
、
追
加

議
案
と
し
て
諮
問
１
件
、
議
案
１
件
、
議
員
発
議
１

件
を
審
議
し
ま
し
た
。
10
日
と
11
日
に
は
一
般
質
問

が
行
わ
れ
、
８
名
の
議
員
が
登
壇
し
町
政
を
質
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
各
常
任
委
員
会
、
第
一
・
第
二
予

算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
、
陳
情
等
を
審

査
し
ま
し
た
。　
　
　

　
18
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
各
常
任
委
員
会
、
各

予
算
特
別
委
員
会
の
報
告
を
受
け
審
議
し
た
結
果
、

全
議
案
原
案
ど
お
り
可
決
決
定
さ
れ
、
人
権
擁
護
委

員
１
名
の
推
薦
に
つ
い
て
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令和７年度 令和６年度 増減率
収
益
的

収 入 5億7,563万円 6億4,323万円 △10.5%

支 出 5億8,393万円 6億495万円 △3.5%

資
本
的

収 入 4億3,322万円 3億3,471万円 29.4%

支 出 5億5,306万円 5億2,728万円 4.9%

令和７年度 令和６年度 増減率
収
益
的

収 入 4億2,918万円 4億3,222万円 △0.7%

支 出 4億4,515万円 4億4,603万円 △0.2%

資
本
的

収 入 7,230万円 9,059万円 △20.2%

支 出 1億3,895万円 １億7,868万円 △22.2%

区　分 令和７年度予算額 令和６年度予算額 増減率
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 15億8,769万円 16億1,046万円 △1.4%
土 地 造 成 事 業 特 別 会 計 37万円 37万円 0.0%
介 護 保 険 特 別 会 計 16億5,739万円 16億3,254万円 1.5%
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 2億2,880万円 2億1,906万円 4.4%

特　別　会　計

下水道事業会計　※1水道事業会計

前年度比

　3億8,400万円

　4.6%減

一般会計歳入

町税 町税 
25億7,414万円 25億7,414万円 
� 32.3%　　� 32.3%　　

地方交付税地方交付税
19億1,352万円 19億1,352万円 

24.0%24.0%

国庫支出金
12億7,806万円

16.1%

地方消費税交付金
4億6,800万円  5.9％

その他依存財源
3億4,318万円
　　　4.3％

その他自主財源
　1億2,833万円　1.6％

繰入金
1億3,322万円
　1.7％

繰越金 1億円  1.3％ 諸収入 1億4,441万円  1.8％

県支出金
7億755万円
　　　8.9％

町債 1億6,800万円　2.1%

歳　出
79億5,841万円

一般会計歳出

民生費民生費
 22億8,428万円 22億8,428万円

　28.7%　28.7%

総務費総務費
12億7,642万円12億7,642万円

16.0%16.0%
教育費

11億3,616万円
14.3%

衛生費
8億8,093万円

11.1%

土木費
6億258万円

7.6%

公債費
7億5,909万円

9.5%

農林水産業費
4億9,595万円

6.2%

消防費 2億8,639万円
　　　　3.6% 議会費等

1億1,815万円  1.5%

商工費 1億1,845万円  1.5%

令
和
７
年
度
予
算
成
立

※１　令和４年度より公営企業法適用に伴い公共下水道事業特別会計と農業集落排水事業特別会計を統合
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令
和
７
年
度
予
算

第７次まちづくり総合計画（前期基本計画）第７次まちづくり総合計画（前期基本計画）
重点方針予算内容（令和７年度）重点方針予算内容（令和７年度）

◦子育て支援事業	 	 � 2,251万円
　�妊娠・出産・子育てに関する相談等について関係機
関と連携しながら子育て世代を支援
◦企業誘致促進事業� 2,024万円
　�地域経済の発展及び雇用増加の繋がる企業誘致並び
に既存企業の事業発展拡大支援
◦公共交通推進事業� 4,997万円
　�行き活きタクシー、「AI活用型オンデマンドバス」
の運行

◦遊水地整備事業	 	 � 1,816万円
　�対象エリアの地元住民団体の組織化及び活動に対す
る支援
◦国道４号４車線化整備事業� ７万円
　��国道４号線の整備スケジュールに国道事務所との協
議及び地域住民へ整備方針等の提示
◦デジタル田園タウン構想事業� 3,099万円
　�「デジタル田園タウン構想事業基本方針」に基づき
計画的な事業展開の推進

第446回 臨 時 会 補 正 予 算

〇一般会計補正額� 8,583万円

主な補正財源（歳入）		

◦国県支出金� 8,583万円

◎予算総額� 93億1,245万円

主な内容（歳出）		

◦低所得者支援・不足額給付事業� 8,583万円

議案第1号　令和６年度矢吹町一般会計補正予算（第８号）� （令和７年２月14日）

第447回 定 例 会 補 正 予 算

〇一般会計補正額� 1,230万円
主な補正財源（歳入）		
◦地方交付税� 1億941万円
◦寄附金� 1,030万円
◦国庫支出金� △2,778万円
◦県支出金� △1,008万円
◦財産収入� △3,262万円
◦繰入金� △1,962万円
◦諸収入� △1,695万円

◎予算総額� 93億2,475万円
主な内容（歳出）		
◦減債基金原資積立金� 2,900万円
◦公共交通業務委託料� △1,539万円
◦ふるさと思いやり基金原資積立金� 1,000万円
◦新型コロナウィルスワクチン接種委託料
� △1,996万円
◦(仮称)スマートパーク設備工事� 1,925万円
◦公有財産購入費� △1,837万円

議案第12号　令和６年度矢吹町一般会計補正予算（第９号）

（単位：千円）
会　計　区　分 補　正　額 補正後の額

議案第 13 号 介護保険補正予算（第 3 号） 793 1,704,315
（単位：千円）

会　計　区　分 補　正　額 補正後の額

議案第 14 号 水道事業会計補正予算 ( 第 2 号 ) 収益的
収 　 入 3,355 438,878
支 　 出 1,237 448,530
補てん財源 0 11,770

議案第 15 号 下水道事業会計補正予算 ( 第 2 号 )

収益的
収 　 入 1,367 644,606
支 　 出 8,035 618,349
補てん財源 6,668 △ 26,257

資本的
収 　 入 3,700 340,910
支 　 出 0 529,875
補てん財源 △3,700 188,965
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定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
長�
関
根　
貴
将

副
委
員
長�

小
島　
紀
子

委　
　
員�

髙
久　
美
秋

�

冨
永　
創
造

�

鈴
木　
隆
司　

�

角
田　
秀
明

�

藤
井　
源
喜

議
案
第
号
２
号　
矢
吹
町

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設

置
及
び
運
営
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　
令
和
７
年
度
に
お
け
る

善
郷
小
学
校
の
児
童
ク
ラ

ブ
申
込
者
の
増
加
を
受

け
、
児
童
の
健
全
育
成
に

支
障
を
き
た
す
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、
児
童
ク
ラ
ブ

専
用
施
設
内
に
新
た
な
育

成
室
を
確
保
し
、
受
入
定

員
を
増
や
す
た
め
に
、
新

た
に
１
ク
ラ
ス
、
定
員
40

人
を
加
え
る
た
め
の
条
例

の
一
部
改
正

議
案
第
３
号　
矢
吹
町
ひ

と
り
親
家
庭
医
療
費
の
助

成
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
令
和
６
年
６
月
12
日
に

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」
が
公
布
さ
れ
、
同

年
11
月
1
日
よ
り
改
正
後

の
「
児
童
扶
養
手
当
法
」

及
び
「
児
童
扶
養
手
当
法

施
行
令
」
が
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
伴
う
「
福
島
県
ひ

と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

事
業
補
助
金
交
付
要
綱
」

の
一
部
を
改
正
す
る
要
綱

の
公
布
を
受
け
、
関
連
す

る
条
例
に
つ
い
て
、
所
要

の
改
正
を
行
う
た
め
の
条

例
改
正

議
案
第
６
号　
刑
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
理
に
関
す
る
条
例

　
刑
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
令
和
７
年
６

月
１
日
に
施
行
さ
れ
、
自

由
刑
の
う
ち
懲
役
及
び
禁

錮
が
廃
止
さ
れ
、
拘
禁
刑

に
一
本
化
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
「
懲
役
」
及
び
「
禁

錮
」
の
規
定
が
あ
る
条
例

の
改
正
（
検
察
庁
協
議

済
）

議
案
第
７
号　
行
政
手
続

に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

委
員
長�

三
村　
正
一

副
委
員
長�

梅
宮
美
和
子

委　
　
員�

芳
賀　
慎
也

�

鈴
木　
浩
一

�

青
山　
英
樹

�

熊
田　
　
宏

�

堀
井　
成
人

議
案
第
４
号　
矢
吹
町
敬

老
祝
金
等
支
給
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
高
齢
化
社
会
の
進
展
に

伴
い
、
高
齢
者
福
祉
政
策

全
体
の
見
直
し
を
図
る
中

で
、
受
給
対
象
者
の
増
加

に
よ
り
、
祝
金
等
に
係
る

支
出
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
将
来
に
わ
た

り
、
持
続
可
能
な
形
で
祝

い
金
等
の
支
給
を
行
う
た

め
、
支
給
額
等
の
見
直
し

を
行
う
た
め
の
条
例
の
一

部
改
正

議
案
第
５
号　
矢
吹
町
企

業
立
地
促
進
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
よ
り
一
層
の
企
業
進
出

を
促
す
た
め
、
従
来
の
奨

励
措
置
の
対
象
と
な
る
事

業
施
設
等
の
業
種
へ
農
業

利
用
等
に
関
す
る
法
律
の

改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
理
に
関
す
る
条
例

　
情
報
通
信
技
術
の
活
用

に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係

る
関
係
者
の
利
便
性
向
上

並
び
に
行
政
運
営
の
簡
素

化
及
び
効
率
化
を
図
る
た

め
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成

基
本
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
に
よ
る
、
当
該

法
律
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
引
用
す
る
条
文
を
改

正
す
る
等
の
所
要
の
改
正

議
案
第
８
号　
職
員
の
勤

務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

令
和
６
年
人
事
院
が

行
っ
た
「
公
務
員
人
事
管

理
に
関
す
る
報
告
」
を
受

け
て
、
仕
事
と
生
活
の
両

立
支
援
制
度
の
拡
充
を
す

る
た
め
、
令
和
７
年
４
月

か
ら
育
児
休
業
及
び
介
護

休
業
に
関
す
る
法
律
が
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
、

関
係
条
例
の
一
部
改
正

審
査
の
結
果

　
全
委
員
異
議
な
く
原
案

の
通
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

総
務
教
育

常
任
委
員
会

産
業
民
生

常
任
委
員
会

を
追
加
す
る
と
と
も
に
各

奨
励
金
の
公
布
実
績
を
鑑

み
、
所
要
の
改
正
を
お
こ

な
う
た
め
の
条
例
の
一
部

改
正

議
案
第
９
号　
権
利
の
放

棄
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
度
矢
吹
町
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
事
業
継
続
支
援
給

付
金
返
還
金
に
つ
い
て
、

債
務
者
は
、
当
該
給
付
金

に
係
る
複
数
の
詐
欺
行
為

を
行
い
、
令
和
５
年
７
月

に
逮
捕
さ
れ
、
刑
事
事
件

の
裁
判
が
現
在
行
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
住
所
不
定

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
財
産

の
差
し
押
さ
え
な
ど
の
債

権
回
収
も
著
し
く
困
難
で

あ
り
、
今
後
の
徴
収
が
見

込
め
な
い
た
め
、
地
方
自

治
法
第
96
条
第
１
項
第
10

号
の
規
定
に
基
づ
き
、
債

権
を
放
棄
す
る
。

議
案
第
10
号　
権
利
の
放

棄
に
つ
い
て

　
矢
吹
町
町
営
住
宅
等
条

例
に
基
づ
く
家
賃
に
つ
い

て
、
債
務
者
の
所
在
が
不

明
と
な
っ
て
お
り
、
債
権

の
消
滅
時
効
期
間
を
経
過

し
て
い
る
た
め
、
債
権
回

収
が
著
し
く
困
難
で
あ

り
、
今
後
の
徴
収
が
見
込

め
な
い
こ
と
か
ら
、
地
方

自
治
法
第
96
条
第
1
項
第

10
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

債
権
を
放
棄
す
る
。

議
案
第
11
号　
権
利
の
放

棄
に
つ
い
て

　
矢
吹
町
水
道
事
業
給
水

条
例
に
基
づ
く
水
道
料
金

に
つ
い
て
、
債
務
者
の
所

在
が
不
明
と
な
っ
て
お
り
、

債
権
の
時
効
後
、
長
年
経

過
し
て
い
る
こ
と
や
債
務

者
の
破
産
等
に
よ
り
、
債

権
回
収
が
著
し
く
困
難
で

あ
り
、
今
後
の
徴
収
が
見

込
め
な
い
こ
と
か
ら
、
地

方
自
治
法
第
96
条
第
１
項

第
10
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

債
権
を
放
棄
す
る
。

陳
情
第
１
号　
福
島
県
最

低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
早

期
発
効
を
求
め
る
意
見
書

提
出
の
陳
情
に
つ
い
て

審
査
の
結
果

　
全
委
員
異
議
な
く
原
案

の
通
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。
陳
情
第

１
号
は
、
全
委
員
異
議
な

く
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
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定
例
会
の
あ
ら
ま
し

第
一
予
算

特
別
委
員
会

第
二
予
算

特
別
委
員
会

第一予算特別委員会

委
員
長�
熊
田　
　
宏

副
委
員
長�

髙
久　
美
秋

委　
員�

梅
宮
美
和
子

�

芳
賀　
慎
也　

�

冨
永　
創
造

�

鈴
木　
隆
司

�

堀
井　
成
人

議
案
第
13
号　
令
和
６
年

度
矢
吹
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
3

号
）

議
案
第
14
号　
令
和
６
年

度
矢
吹
町
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
2
号
）

議
案
第
15
号　
令
和
６
年

度
矢
吹
町
下
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

議
案
第
16
号　
令
和
７
年

度
矢
吹
町
一
般
会
計
予
算

主
な
質
疑
内
容

《
総
務
課
》

髙
久　
バ
ス
業
務
委
託
料

と
は
何
か
。

答　
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、

町
バ
ス
の
運
行
が
増
え
て

お
り
、
職
員
内
で
対
応
し

き
れ
な
い
部
分
に
つ
い
て

運
転
業
務
を
町
内
業
者
へ

委
託
し
て
お
り
ま
す
。

髙
久　
ふ
る
さ
と
基
金
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
基

金
の
使
い
道
は
。

答　

主
な
充
当
先
と
し

て
、
公
共
交
通
推
進
事

業
、
子
ど
も
医
療
費
助
成

事
業
、
予
防
接
種
事
業
、

ご
み
減
量
化
推
進
事
業
、

主
要
道
路
整
備
事
業
、
公

園
管
理
事
業
と
な
り
ま

す
。

《
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
》

冨
永　
防
災
士
の
育
成
に

関
し
て
町
の
考
え
は
。

答　
今
回
予
算
計
上
が
実

現
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
地

域
の
防
災
意
識
向
上
の
た

め
に
は
、
地
域
の
若
い
方

が
そ
う
い
っ
た
資
格
を

持
っ
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
て
い
た
だ
く
こ

と
は
重
要
で
あ
り
ま
す
。

鈴
木
（
隆
）　

Ａ
Ｉ
活
用

型
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の

利
用
者
を
増
や
し
て
い
く

ア
イ
デ
ア
は
あ
る
か
。

答　
老
人
ク
ラ
ブ
や
社
会

福
祉
協
議
会
で
の
集
ま
り

や
イ
ベ
ン
ト
時
に
の
る
ー

と
の
チ
ラ
シ
の
配
布
や
利

用
説
明
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

《
都
市
整
備
課
》

芳
賀　
若
者
定
住
促
進
事

業
助
成
金
に
つ
い
て
具
体

的
な
内
容
は
。

答　
平
均
年
齢
が
40
歳
未

満
の
夫
婦
で
矢
吹
町
に
住

宅
を
新
築
す
る
、
ま
た
は

中
古
住
宅
を
購
入
す
る
方

に
つ
い
て
審
査
を
し
、
そ

の
一
部
を
助
成
す
る
も
の

で
す
。

審
査
の
結
果　

　
全
委
員
異
議
な
く
原
案

の
通
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

委
員
長�

青
山　
英
樹

副
委
員
長�

関
根　
貴
将

委　
　
員�

小
島　
紀
子

�

鈴
木　
浩
一

�

三
村　
正
一

�

角
田　
秀
明　

議
案
第
12
号　
令
和
６
年

度
矢
吹
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
９
号
）　

　

討　
　
論

【
反
対
討
論
】

三
村　
複
合
施
設
正
面
の

駐
車
場
を
使
っ
て
ス
マ
ー

ト
パ
ー
ク
整
備
が
進
め
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

複
合
施
設
の
駐
車
場
が
不

足
し
て
い
る
状
況
が
見
受

け
ら
れ
る
た
め
、
当
該
場

所
で
事
業
を
進
め
る
こ
と

に
つ
い
て
反
対
す
る
。

【【
賛
成
討
論
】】

関
根　
ス
マ
ー
ト
パ
ー
ク

に
関
し
て
は
今
回
の
ス

ポ
ー
ツ
・
デ
ジ
タ
ル
関
連

で
の
補
助
金
を
有
効
に
利

用
で
き
る
こ
と
、
ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
表
彰
の

受
賞
な
ど
、
職
員
の
力
が

あ
っ
て
今
回
の
事
業
に
取

り
組
め
た
も
の
で
あ
る
。

補
助
金
を
考
慮
す
る
と
、

町
の
支
出
も
少
な
く
で
き

る
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

【
反
対
討
論
】

鈴
木
（
浩
）　
複
合
施
設

正
面
に
駐
車
場
が
あ
る
か

ら
便
利
で
利
用
価
値
が

あ
っ
た
が
、
駐
車
場
が
な

く
な
っ
て
し
ま
う
と
４
号

線
側
の
駐
車
場
ま
で
行
か

な
け
れ
ば
い
け
な
く
、
高

齢
者
に
と
っ
て
不
便
に

な
っ
て
し
ま
う
。

【【
賛
成
討
論
】】

角
田　
複
合
施
設
を
整
備

し
た
当
時
も
駐
車
場
が
狭

い
と
い
う
意
見
は
あ
っ
た

が
、
今
回
、
ス
ポ
ー
ツ
・

デ
ジ
タ
ル
関
連
の
補
助
金

を
活
用
し
て
ス
マ
ー
ト

パ
ー
ク
を
整
備
で
き
る
こ

と
か
ら
賛
成
す
る
。

議
案
第
17
号　
令
和
７
年

度
矢
吹
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算　
　

議
案
第
18
号　
令
和
７
年

度
矢
吹
町
土
地
造
成
事
業

特
別
会
計
予
算

議
案
第
19
号　
令
和
７
年

度
矢
吹
町
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算

議
案
第
20
号　
令
和
７
年

度
矢
吹
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
予
算

議
案
第
21
号　
令
和
７
年

度
矢
吹
町
水
道
事
業
会
計

予
算

議
案
第
22
号　
令
和
７
年

度
矢
吹
町
下
水
道
事
業
会

計
予
算

審
査
の
結
果

議
案
第
12
号
に
つ
い
て
は

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
。

そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て

は
全
委
員
異
議
な
く
原
案

の
通
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

第二予算特別委員会
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

①梅宮　美和子　� ……………　７ページ
　１．AI活用型オンデマンドバスの利用は
　２．空き家対策について
②芳賀　慎也� 　……………　８ページ
　１．今後の地域公共交通の構築は
　２．子育て支援の充実を図るためには
③小島　紀子� ……………　９ページ
　１．フロンティア祭りと太鼓まつりの予算削減理由は
　２．防災意識を高めるには
④冨永　創造� ……………　10ページ
　１．当初予算の説明は
　２．（仮称）スマートパークのハード整備は
⑤堀井　成人　� ……………　11ページ
　１．行財政改革をどのように進めるのか
　２．スポーツ×デジタル振興プロジェクトの意義、効果は
⑥髙久　美秋� ……………　12ページ
　１．中畑小学校及び善郷小学校の維持管理は
　２． 三城目地区汚水処理事業について
⑦三村　正一� ……………　13ページ
　１．コミュニティバス等の実績と効果は
　２．行財政改革の実施計画のない予算編成は
⑧青山　英樹� ……………　14ページ
　１．羅針盤なく１年経過　財政シミュレーションはいつ
　２．７年度予算　バス運行費と敬老会費に着目

　３月定例会では８人の議員が登壇し一般質問を行いました。
　次のページからは、要点をまとめて掲載しています。詳細はホームページでご覧になれます。

～ 一 般 質 問 ～～ 一 般 質 問 ～町政を問う町政を問う ８人登壇

第447回議会（３月）定例会議案 賛否表
○は賛成、●は反対、退席の場合は退、欠席は欠、議長裁決以外は議の表示

議　　案　　名
議
員
名

�

可
・
否

梅
宮
美
和
子

小
島
紀
子

芳
賀
慎
也

関
根
貴
将

髙
久
美
秋

鈴
木
浩
一

冨
永
創
造

三
村
正
一

鈴
木
隆
司

青
山
英
樹

熊
田　
宏

角
田
秀
明

堀
井
成
人

藤
井
源
喜

議案 第 2 号 矢吹町放課後児童クラブの設置及び運営に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ 議
議案 第 3 号 矢吹町ひとり親家庭医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ 議
議案 第 4 号 矢吹町敬老祝金等支給条例の一部を改正する条例 可決 ○ 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 議
議案 第 5 号 矢吹町企業立地促進条例の一部を改正する条例 可決 ○ 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 議
議案 第 6 号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例 可決 ○ 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 議
議案 第 7 号 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の改正に伴う関係条例の整理に関する条例 可決 ○ 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案 第 8 号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案 第 9 号 権利の放棄について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
議案 第10号 権利の放棄について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 〇 議
議案 第11号 権利の放棄について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ 議
議案 第12号 令和６年度矢吹町一般会計補正予算（第９号）可決 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第13号 令和６年度矢吹町介護保険特別会計補正予算（第３号）可決 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第14号 令和６年度矢吹町水道事業会計補正予算（第２号）可決 ○ 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第15号 令和６年度矢吹町下水道事業会計補正予算（第２号）可決 ○ 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第16号 令和７年度矢吹町一般会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第17号 令和７年度矢吹町国民健康保険特別会計予算 可決 ○ 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第18号 令和７年度矢吹町土地造成事業特別会計予算 可決 ○ 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第19号 令和７年度矢吹町介護保険特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第20号 令和７年度矢吹町後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第21号 令和７年度矢吹町水道事業会計予算 可決 ○ 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第22号 令和７年度矢吹町下水道事業会計予算 可決 ○ 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
諮問 第 1 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任 ○ 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第23号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
発議 第 1 号 福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書(案) 可決 ○ 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議

第446回議会（２月）臨時会議案 賛否表
○は賛成、●は反対、退席の場合は退、欠席は欠、議長裁決以外は議の表示

議　　案　　名
議
員
名

�

可
・
否

梅
宮
美
和
子

小
島
紀
子

芳
賀
慎
也

関
根
貴
将

髙
久
美
秋

鈴
木
浩
一

冨
永
創
造

三
村
正
一

鈴
木
隆
司

青
山
英
樹

熊
田　
宏

角
田
秀
明

堀
井
成
人

藤
井
源
喜

報告 第 1 号 専決処分の報告について（専決第16号　損害賠償の額を定めることについて）了承 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ 議
議案 第 1 号 令和６年度矢吹町一般会計補正予算（第８号）可決 ○ 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ 議
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

Ａ
Ｉ
活
用
型
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の

�

利
用
は

問　
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス

を
導
入
し
て
い
る
他
自
治

体
と
運
行
上
の
違
い
や
、

参
考
に
し
た
点
、
工
夫
し

た
点
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
町
長　
今
ま
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
と
は

違
い
、
の
る
ー
と
矢
吹
の

実
証
実
験
を
開
始
し
ま
し

た
。
本
町
の
取
り
組
み
の

大
き
な
特
徴
・
違
い
と
し

て
は
、
高
齢
者
等
に
限
ら

ず
、
町
民
、
町
民
以
外
の

誰
で
も
利
用
で
き
る
こ

と
、
町
内
全
域
を
対
象

に
、
タ
ク
シ
ー
と
同
様
に

自
宅
玄
関
か
ら
目
的
地
ま

で
ド
ア
to
ド
ア
方
式
で
運

行
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
本
事
業
が
健
康
寿

命
を
延
伸
す
る
た
め
の
取

り
組
み
の
基
盤
と
な
る
重

要
な
施
策
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

問　
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス

を
休
止
し
た
場
合
に
想
定

さ
れ
る
影
響
に
つ
い
て
伺

う
。

答　
町
長　
高
齢
者
や
障

が
い
者
、
免
許
返
納
者
な

ど
公
共
交
通
を
必
要
と
す

る
方
々
に
移
動
手
段
が
制

限
さ
れ
ま
す
。
本
事
業
を

休
止
し
た
場
合
に
は
、
初

期
投
資
の
補
助
金
返
還
の

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

問　
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス

の
高
齢
者
の
利
用
を
促
進

す
る
た
め
の
取
組
に
つ
い

て
伺
う
。

答　
町
長　
運
行
概
要
や

利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、

町
で
開
催
し
て
い
る
ス
マ

ホ
教
室
や
各
地
域
の
事
業

等
に
合
わ
せ
説
明
会
を
開

催
し
た
ほ
か
、
社
会
福
祉

協
議
会
と
連
携
し
広
報
活

動
を
行
い
よ
り
多
く
の
高

齢
者
に
知
っ
て
い
た
だ
く

取
り
組
み
を
い
た
し
ま
す
。

空き家対策について

問　
こ
れ
ま
で
町
が
空
き

家
に
関
し
て
取
り
組
ん
で

き
た
対
策
を
伺
う
。

答　
町
長　
こ
れ
ま
で
町

で
は
、
平
成
31
年
3
月
に

町
内
全
域
に
お
い
て
、
調

査
の
結
果
、
町
内
に
存
在

す
る
空
き
家
は
２
２
３

棟
、
そ
の
う
ち
適
切
な
管

理
が
さ
れ
て
お
ら
ず
危
険

と
判
断
さ
れ
た
空
き
家
は

78
棟
あ
る
こ
と
が
判
明
い

た
し
ま
し
た
。
全
体
の
半

数
以
上
が
、
空
き
家
と

な
っ
て
か
ら
5
年
以
上
が

経
過
し
て
お
り
ま
す
。
空

き
家
の
維
持
管
理
を
促
す

た
め
広
報
や
ぶ
き
や
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て

周
知
を
行
っ
た
ほ
か
、
隣

近
所
や
、
地
域
の
方
か
ら

危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
る

な
ど
の
通
報
を
受
け
た
場

合
に
は
職
員
が
現
状
を
確

認
し
、
維
持
管
理
を
促
す

呼
び
か
け
や
通
知
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま

た
、
空
き
家
の
利
活
用
の

推
進
を
図
る
対
策
と
し
て

空
き
家
を
売
り
た
い
、
ま

た
は
貸
し
た
い
方
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
空
き

家
バ
ン
ク
制
度
を
令
和
5

年
2
月
1
日
よ
り
開
始

し
、
こ
れ
ま
で
4
軒
の

マ
ッ
チ
ン
グ
に
成
功
し
、

空
き
家
の
活
用
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
空
き
家
対
策

を
引
き
続
き
、
行
政
区
長

及
び
地
域
住
民
と
連
携

し
、
情
報
共
有
を
図
り
な

が
ら
空
き
家
の
利
活
用
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　
空
き
家
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て

い
る
の
か
伺
う
。

答　
町
長　
地
域
住
民
、

関
係
機
関
と
連
携
を
強
化

し
空
き
家
に
関
す
る
対
策

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

行
い
ま
す
。

梅
うめ
宮
みや
美
み
和
わ
子
こ
　議員

答� 

多
く
の
皆
様
の
ご
利
用
を
願
う

答 町民の皆様が安全安心に暮らせる
� 環境づくりに努める

一般質問の動画
をご覧いただけ
ます。

のるーと矢吹バス
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
に
は

問　
令
和
７
年
度
、
子
育

て
支
援
と
し
て
力
を
入
れ

て
行
く
施
策
は
。

答　
教
育
長　
令
和
７
年

４
月
か
ら
、
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
の
事
務
室
を
、

乳
幼
児
の
検
診
会
場
と
し

て
利
用
し
て
い
る
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ
移
転
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
検
診
に

合
せ
て
子
育
て
や
家
庭
の

悩
み
を
相
談
で
き
る
環
境

が
整
い
ま
す
の
で
、
さ
ら

に
子
育
て
世
帯
の
思
い
に

寄
り
添
っ
た
支
援
体
制
の

充
実
が
図
れ
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
こ
ど
も
ま
ん
な

か
宣
言
４
つ
の
方
針
に
基

づ
き
、
矢
吹
町
こ
ど
も
ま

ん
な
か
ア
ク
シ
ョ
ン
へ
の

取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
併
せ
て
、
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
何
度
で

も
、
医
療
相
談
が
で
き
る

医
療
相
談
ア
プ
リ
「
い
つ

で
も
ド
ク
タ
ー
」
を
導
入

し
、
子
供
の
健
や
か
な
成

長
を
社
会
全
体
で
支
え
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
幼
稚
園
、
保
育

園
の
副
食
費
、
お
か
ず
代

の
助
成
及
び
小
中
学
校
で

の
給
食
費
半
額
補
助
や
、

３
歳
未
満
の
第
３
子
の
保

育
園
保
育
料
の
無
償
化

等
、
町
独
自
の
子
育
て
世

帯
へ
の
経
済
的
負
担
軽
減

事
業
を
継
続
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
子
供
の
声
、
子
育
て
世

帯
の
声
を
大
切
に
し
、
一

人
一
人
の
子
供
に
寄
り

添
っ
た
施
策
を
考
え
、
実

行
し
て
い
き
ま
す
。

問　
子
供
た
ち
の
急
な
病

気
や
ケ
ガ
に
つ
い
て
３
６

５
日
24
時
間
体
制
で
医
師

に
相
談
が
可
能
で
あ
る
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

「
い
つ
で
も
ド
ク
タ
ー
」

の
登
録
者
数
を
増
や
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
が
町
の

考
え
は
。

答　
子
育
て
支
援
課
長

登
録
の
世
帯
を
増
や
す
た

め
、
妊
娠
届
を
出
さ
れ
た

時
に
ア
プ
リ
へ
の
登
録
の

案
内
を
差
し
上
げ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
園
、
小
学

校
、
中
学
校
へ
も
チ
ラ
シ

を
配
布
し
登
録
の
増
加
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

答 

子
供
を
真
ん
中
に
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

今後の地域公共交通の構築は

問　
Ａ
Ｉ
活
用
型
オ
ン
デ

マ
ン
ド
バ
ス
の
必
要
性
に

つ
い
て
伺
う
。

答　
町
長　
運
転
免
許
を

返
納
す
る
高
齢
者
が
増
え

て
い
る
現
状
に
お
い
て
、

移
動
手
段
を
確
保
す
る
た

め
に
は
公
共
交
通
の
充
実

が
不
可
欠
で
あ
り
、
特

に
、
通
院
や
買
い
物
な
ど

の
日
常
的
な
移
動
が
で
き

な
い
こ
と
は
、
高
齢
者
の

生
活
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
た
め
、
効
率
的
で
利

便
性
の
高
い
移
動
手
段
の

提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

問　
今
後
、
Ａ
Ｉ
活
用
型

オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運

行
に
つ
い
て
、
利
用
幅

（
利
用
対
象
者
、
対
象
地

域
等
）
を
含
め
、
拡
充
し

て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

答　
町
長　
今
後
さ
ら
に

利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
矢
吹
町
地
域
公
共
交

通
計
画
に
基
づ
き
、
利
用

拡
充
の
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
他

市
町
村
へ
の
ア
ク
セ
ス
向

上
に
資
す
る
広
域
的
な
移

動
の
結
節
点
、
結
び
つ
な

が
る
ポ
イ
ン
ト
へ
の
停
留

所
の
追
加
、
通
院
の
利
便

性
を
高
め
る
た
め
に
、
町

外
の
医
療
機
関
に
つ
い
て

も
停
留
所
の
設
置
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
次
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
た
な

い
高
齢
者
や
観
光
客
等
の

た
め
に
矢
吹
駅
や
複
合
施

設
コ
コ
ッ
ト
な
ど
に
予
約

専
用
の
端
末
の
設
置
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の

導
入
の
検
討
、
ま
た
、
将

来
を
担
う
子
供
た
ち
や
そ

の
保
護
者
へ
の
支
援
と
し

て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
の

併
用
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
、
ク
ラ
ブ
活
動
、
習
い

事
や
学
習
塾
の
送
迎
時
の

利
用
等
へ
の
拡
充
も
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

答 充実強化に取り組む

芳
は が
賀　慎

しん
也
や
　議員

一般質問の動画
をご覧いただけ
ます。

のるーと矢吹バス

矢吹町
こどもまんなか宣言
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

問　
矢
吹
町
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
令
和
７
年
度

や
ぶ
き
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
祭

り
は
予
算
70
％
カ
ッ
ト
、

や
ぶ
き
太
鼓
ま
つ
り
は
全

額
カ
ッ
ト
で
中
止
と
な
っ

た
。
そ
の
理
由
を
伺
う
。

答　

町
長　

本
町
で
は
、

こ
れ
ま
で
東
日
本
大
震
災

に
係
る
復
興
財
源
や
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
交
付
金
な
ど
、
国
や

県
の
有
利
な
財
源
を
活
用

し
て
様
々
な
事
業
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
が
、
災
害

等
が
収
束
す
る
中
で
、
こ

問　

矢
吹
町
に
は
昨
年
、

中
学
３
年
生
で
防
災
士
の

資
格
を
取
得
し
た
学
生
が

い
る
。
こ
の
よ
う
な
若
者

を
核
と
し
て
、
よ
り
進
ん

だ
防
災
地
域
に
な
る
よ
う

協
力
し
て
も
ら
う
考
え
は

あ
る
か
お
尋
ね
す
る
。

答　

町
長　

防
災
士
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
防
災
士

機
構
が
認
定
す
る
民
間
資

格
で
、
地
域
住
民
へ
防
災

教
育
を
行
い
、
災
害
発
生

時
に
避
難
所
運
営
な
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
当

た
る
こ
と
が
主
な
役
割
で

す
。
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー

育
成
の
た
め
、
令
和
５
年

度
に
矢
吹
町
防
災
士
資
格

取
得
助
成
金
制
度
を
設

け
、
こ
れ
ま
で
２
名
の
方

が
取
得
さ
れ
ま
し
た
。
若

い
方
の
地
域
防
災
へ
の
参

加
は
、
柔
軟
な
発
想
や
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し
て

地
域
防
災
活
動
に
貢
献
で

き
る
大
き
な
可
能
性
が
あ

る
と
考
え
、
参
加
を
促
す

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

問　
日
本
損
害
保
険
協
会

な
ど
が
開
催
し
て
い
る
小

学
生
対
象
の
「
ぼ
う
さ
い

探
検
マ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー

ル
」
が
あ
る
。
矢
吹
町
も

以
前
は
防
災
意
識
が
高

ま
っ
て
い
た
と
思
う
。
風

防災意識を高めるには
答 若者に防災活動への参加を促す
� 環境づくりに努める

れ
ら
の
財
源
は
年
々
縮
小

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
労
務
単
価
の
上
昇
や

物
価
高
騰
な
ど
の
影
響
で

歳
出
予
算
の
増
加
が
予
想

さ
れ
る
一
方
で
、
こ
れ
ら

の
上
昇
分
に
見
合
っ
た
地

方
交
付
税
の
確
保
が
さ
れ

る
か
は
不
透
明
で
あ
り
、

今
後
は
厳
し
い
財
政
運
営

が
続
く
も
の
と
見
込
ん
で

お
り
ま
す
。
限
ら
れ
た
財

源
を
、
効
率
的
・
効
果
的

に
活
用
す
る
た
め
、
事
業

の
縮
小
や
統
合
が
可
能
か

ど
う
か
検
討
し
て
き
ま
し

た
。

問　
令
和
７
年
度
の
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
祭
り
の
規
模
と

内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
町
長　
令
和
６
年
度

と
同
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
で
き
る
よ
う
、
福
島

県
の
補
助
事
業
の
活
用
に

向
け
て
申
請
を
行
っ
て
お

り
、
申
請
内
容
は
異
文
化

交
流
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
祭
り
と
太
鼓
ま
つ
り
の

�

予
算
削
減
理
由
は

答 
限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
に
活
用
す
る
た
め

化
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
そ

う
い
う
コ
ン
ク
ー
ル
に
参

加
し
た
ら
い
か
が
か
と
考

え
る
。
そ
の
よ
う
な
予
定

は
あ
る
か
お
聞
き
す
る
。

答　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

長　
現
在
取
組
み
は
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
今
後
関
係

機
関
と
協
議
し
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

問　
外
国
人
の
防
災
意
識

を
高
め
る
方
法
を
お
尋
ね

す
る
。

答　

町
長　

今
年
２
月

末
、
町
内
在
住
外
国
人
登

録
者
数
は
、
３
４
０
名
に

上
る
こ
と
か
ら
、
町
内
在

住
の
外
国
人
に
対
す
る
防

災
意
識
の
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
は
非
常
に
重
要

と
考
え
ま
す
。
外
国
人
の

多
く
は
技
能
実
習
生
と
し

て
町
内
企
業
に
勤
め
て
い

る
こ
と
か
ら
、
各
企
業
へ

防
災
訓
練
へ
の
参
加
な
ど

を
依
頼
す
る
こ
と
も
必
要

と
考
え
ま
す
。

問　
実
際
に
外
国
人
が
参

加
し
た
例
は
あ
る
の
か
。

答　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

長　
特
に
外
国
人
に
絞
っ

た
参
加
呼
び
か
け
は
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

企
業
と
相
談
し
て
、
や
る

よ
う
に
検
討
し
ま
す
。

食
・
伝
統
・
音
楽
そ
れ
ぞ

れ
の
文
化
交
流
等
と
な
り

ま
す
。
令
和
７
年
度
や
ぶ

き
太
鼓
ま
つ
り
は
、
単
独

開
催
は
見
送
り
ま
す
が
、

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
祭
り
で
の

演
奏
や
外
国
人
と
の
文
化

交
流
と
し
て
和
太
鼓
に
触

れ
る
機
会
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

問　
こ
の
よ
う
な
財
政
状

況
は
い
つ
ま
で
続
く
の

か
、
見
通
し
を
伺
う
。

答　
町
長　
今
後
も
行
財

政
運
営
に
関
し
難
し
い
か

じ
取
り
を
迫
ら
れ
る
状
況

が
続
く
も
の
と
考
え
ま
す

が
、
行
政
評
価
に
基
づ
く

事
務
事
業
の
見
直
し
等
に

よ
る
歳
出
の
削
減
や
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
強
化
、
公

共
施
設
の
使
用
料
見
直
し

等
に
よ
る
自
主
財
源
の
確

保
に
努
め
、
持
続
可
能
な

財
政
基
盤
の
確
保
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

一般質問の動画
をご覧いただけ
ます。

小
こ
島
じま
　紀
のり
子
こ
　議員
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  冨
とみ
永
なが
　創

そう
造
ぞう
　議員

町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

（
仮
称
）
ス
マ
ー
ト
パ
ー
ク
の

�

ハ
ー
ド
整
備
は

問　
ス
ポ
ー
ツ
×
デ
ジ
タ

ル
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の

体
力
・
運
動
能
力
の
向
上

を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の

か
。

答　
教
育
長　
一
人
一
人

の
体
力
、
運
動
能
力
を
デ

ジ
タ
ル
に
よ
り
可
視
化

し
、
一
人
一
人
に
あ
っ
た

体
力
づ
く
り
、
健
康
増
進

や
運
動
の
楽
し
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
取
り
組

み
を
し
ま
す
。

問　
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
な
ど

の
ハ
ー
ド
整
備
進
捗
状
況

か
ら
の
今
後
の
計
画
を
伺

う
。

答　
教
育
長　
ス
ポ
ー
ツ

×
デ
ジ
タ
ル
振
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
拠
点
と
し

て
、
令
和
７
年
度
に
ク
ラ

答 

令
和
７
年
度
に
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
整
備

ブ
ハ
ウ
ス
を
、
そ
の
後
駐

車
場
、
芝
生
広
場
等
を
整

備
し
ま
す
。
矢
吹
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
や
ス
ポ
ー
ツ
協

会
と
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
必

要
な
備
品
や
部
屋
の
つ
く

り
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
を
軸

に
多
様
な
交
流
が
生
ま

れ
、
人
と
町
を
育
む
場
と

な
る
よ
う
整
備
計
画
を
進

め
ま
す
。

問　
子
供
た
ち
が
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
を
利
用
し
た
く
な

る
イ
メ
ー
ジ
言
語
「
コ
ン

セ
プ
ト
」
を
新
た
に
採
用

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　
教
育
長　
住
民
や
利

用
さ
れ
る
方
々
に
愛
さ
れ

る
施
設
と
な
る
よ
う
、
公

募
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

よ
る
意
見
の
集
約
な
ど
に

一般質問の動画
をご覧いただけ
ます。

（仮称）スマートパーク整備イメージ

問　
令
和
７
年
度
当
初
予

算
に
対
す
る
町
長
の
見
解

を
町
民
に
説
明
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

答　
町
長　
東
日
本
大
震

災
以
降
、
大
き
く
膨
ら
ん

だ
本
町
の
財
政
規
模
を
、

適
正
な
規
模
に
戻
す
有
事

か
ら
平
時
へ
の
転
換
予
算

で
す
。

　
事
業
見
直
し
に
よ
り
歳

出
の
抑
制
に
努
め
、
町
民

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持

す
る
予
算
編
成
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
財
政
状
況
が
悪
い
と
い

う
こ
と
は
全
く
あ
り
ま
せ

ん
。
地
方
債
残
高
は
計
画

的
に
減
少
、
財
政
の
判
断

指
標
も
健
全
段
階
に
あ
り

ま
す
。

　
町
民
へ
の
説
明
に
つ
い

て
は
、
区
長
会
総
会
等
で

説
明
し
ま
す
。

問　
有
事
か
ら
平
時
の
転

換
が
、
な
ぜ
厳
し
い
行
財

政
運
営
と
な
る
の
か
。

答　
町
長　
大
震
災
や
コ

ロ
ナ
対
応
に
よ
る
有
事
の

中
で
職
員
を
増
や
し
様
々

な
事
業
を
実
施
、
財
政
規

当初予算の説明は
答 区長会総会等で説明する

模
は
大
き
く
膨
ら
み
ま
し

た
。
元
に
戻
ら
な
い
ま

ま
、
人
件
費
の
上
昇
、
物

価
高
騰
、
社
会
保
障
関
係

費
の
増
加
等
の
課
題
が
顕

在
化
、「
あ
ら
た
な
平
時
」

の
局
面
状
況
下
で
経
常
費

が
多
く
な
り
、
政
策
的
事

業
に
配
分
す
る
予
算
が
限

ら
れ
、
行
財
政
運
営
の
か

じ
取
り
が
非
常
に
難
し
い

が
、
持
続
可
能
な
行
財
政

運
営
の
基
盤
を
確
立
し
ま

す
。

問　
財
政
基
盤
を
ど
の
よ

う
に
構
築
す
る
の
か
。

答　
町
長　
地
方
債
残
高

を
減
ら
し
、
財
政
調
整
基

金
を
令
和
９
年
度
ま
で
に

５
億
円
に
、
事
業
や
使
用

料
の
見
直
し
、
ふ
る
さ
と

納
税
等
、
自
主
財
源
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

利
益
を
求
め
な
い
一

般
社
団
法
人
へ
の
町

税
課
税
の
軽
減
は
で

き
な
い
か
。

84億

74億7000万

H28 H30 R2 R5（年度）
　６年間で約10億円の借金返済
＊今後も計画的な残高減を行う。

地方債（借金）残高の推移

よ
り
、
決
定
し
て
い
き
ま

す
。
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

スポーツ×デジタル振興
� プロジェクトの意義、効果は

答 全世代に最適な
� 健康増進プログラムの提供等

  堀
ほり
井
い
　成
しげ
人
と
　議員

行
財
政
改
革
を

�
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か

答 
知
恵
と
工
夫
に
よ
り

�
財
政
基
盤
の
強
化
に
取
り
組
む

問　
ス
ポ
ー
ツ
×
デ
ジ
タ

ル
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

答　
教
育
長　
幼
稚
園
児

や
小
学
生
を
対
象
に
子
供

の
走
る
力
、
投
げ
る
力
、

握
力
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
体
力
運
動
能
力
低
下

の
課
題
を
解
決
し
、
中
学

生
高
校
生
を
対
象
に
、
ト

レ
ー
ナ
ー
の
指
導
に
よ
り

競
技
力
を
向
上
し
、
成
人

以
上
を
対
象
に
体
の
機
能

を
改
善
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
、
心
も
体
も
健

康
に
し
、
医
療
費
削
減
に

も
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
ソ
フ
ト
事
業
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

問　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意

義
、
将
来
の
展
望
に
つ
い

て
尋
ね
る
。

答　
教
育
長　
全
世
代
へ

の
一
人
一
人
に
快
適
な
健

康
増
進
、
ス
ポ
ー
ツ
を
軸

に
し
た
町
全
体
の
運
動
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
、
子

供
た
ち
の
基
礎
体
力
作
り

の
三
つ
を
柱
に
上
げ
ま
し

た
。

問　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
今

後
の
課
題
に
つ
い
て
伺

う
。

答　
教
育
長　
こ
れ
ま
で

は
、
矢
吹
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
が
培
っ
て
き
ま
し
た

が
、
現
在
の
運
営
管
理
と

指
導
の
両
方
を
一
名
が
兼

任
し
て
お
り
、
人
材
不
足

が
否
め
な
い
状
況
で
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度

を
活
用
し
、
財
政
面
で
は

ス
ポ
ー
ツ
庁
の
補
助
事
業

で
の
交
付
金
を
活
用
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

問　
当
初
予
算
編
成
と
行

財
政
改
革
の
方
向
性
に
つ

い
て
伺
う
。

答　
町
長　
当
初
予
算
の

作
業
に
つ
い
て
は
、
物
価

高
騰
等
の
影
響
に
よ
り
厳

し
い
作
業
を
予
想
し
、
期

間
を
早
め
に
着
手
し
ま
し

て
、
職
員
説
明
会
を
開
催

し
、
歳
出
予
算
の
削
減
を

全
職
員
で
共
通
認
識
を

図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

問　
第
七
次
矢
吹
町
行
財

政
改
革
大
綱
が
示
さ
れ
た

が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
方

向
性
で
、
行
財
政
改
革
を

進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

答　
町
長　
令
和
七
年
度

は
財
政
調
整
基
金
か
ら
繰

出
し
は
一
切
行
わ
な
い
予

算
編
成
を
実
行
し
ま
し
た
。

職
員
一
人
一
人
が
知
恵
と

工
夫
を
出
し
合
う
こ
と

で
、
町
民
の
安
全
安
心
を

最
優
先
し
行
政
サ
ー
ビ
ス

は
守
り
な
が
ら
も
、
新
た

一般質問の動画
をご覧いただけ
ます。

第７次矢吹町行財政改革大綱

イベントの実施（BONDS CUP 3×3 BASKET BALL）

な
平
時
に
対
応
す
る
た
め

の
予
算
案
が
で
き
ま
し

た
。

問　
土
日
祝
日
の
役
場
の

警
備
業
務
を
職
員
が
交
代

で
実
施
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
休
み
は
取
れ
る
の
か

伺
う
。

答　

総
務
課
長　

体
を

し
っ
か
り
休
め
る
よ
う
平

日
を
休
日
と
振
り
替
え
る

振
替
休
日
で
の
対
応
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

  髙
たか
久
く
　美
よしあき
秋　議員

答 安全性は、確保されている

問　
三
城
目
農
業
集
落
排

水
の
長
寿
命
化
が
終
了
し

て
、
あ
と
24
年
使
え
る
。

そ
の
後
に
公
共
下
水
道
か

集
落
排
水
か
の
選
択
と
い

う
考
え
は
な
い
の
か
。

答　
上
下
水
道
課
長　
2

町
（
矢
吹
町
・
鏡
石
町
）

で
公
共
下
水
道
に
編
入
す

る
こ
と
は
、
ま
た
と
な
い

契
機
と
し
て
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
25
年
後
改
め

て
の
整
備
だ
と
成
田
経
由

の
接
続
は
困
難
と
考
え
ま

す
。

問　
長
寿
命
化
工
事
を
終

え
た
ば
か
り
の
農
業
集
落

排
水
を
や
め
て
、
公
共
下

水
道
に
編
入
し
た
後
、
県

中
間
線
や
県
中
浄
化
槽
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
大
規
模
工

事
な
ど
で
、
料
金
が
上

が
っ
て
い
く
こ
と
を
心
配

し
て
い
る
が
、
ど
う
考
え

る
か
。

三
城
目
地
区
汚
水
処
理
事
業
に
つ
い
て

答 

住
民
の
方
は
、
理
解
し
た
と
認
識
し
て
い
る

答　
上
下
水
道
課
長　
公

共
下
水
道
、
農
業
集
落
排

水
に
関
わ
ら
ず
下
水
道
の

値
上
げ
な
ど
の
検
討
も
併

せ
て
、
十
分
に
考
え
ら
れ

ま
す
。

問　
３
世
帯
で
２
ヶ
月
間

で
水
道
水
を
40
立
方
メ
ー

ト
ル
使
用
し
た
場
合
の
比

較
説
明
を
行
っ
て
い
る

が
、
家
族
が
４
人
、
５
人

に
増
え
た
場
合
、
農
業
集

落
排
水
の
方
が
安
く
な
る

と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

答　
上
下
水
道
課
長　
こ

れ
か
ら
固
定
定
額
制
か
ら

水
道
水
の
使
用
量
に
応
じ

た
変
動
制
に
な
り
ま
す
。

場
合
に
よ
っ
て
は
増
え
る

世
帯
も
あ
り
ま
す
。

問　
公
共
下
水
道
と
農
業

集
落
排
水
の
料
金
体
系
に

関
し
て
、
公
平
な
説
明

だ
っ
た
と
思
う
か
。

答　
上
下
水
道
課
長　
２

月
の
説
明
会
で
使
用
水
量

に
つ
い
て
は
、
農
業
集
落

排
水
の
使
用
料
よ
り
も
高

額
に
な
る
世
帯
も
場
合
に

よ
っ
て
は
あ
る
と
説
明
し

て
い
ま
す
。
住
民
の
方

は
、
概
ね
ご
理
解
し
た
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

中畑小学校及び
　　善郷小学校の維持管理は

問　
中
畑
小
学
校
北
校
舎

に
雨
漏
り
箇
所
が
あ
る

が
、
こ
の
ま
ま
か
。

答　
教
育
振
興
課
長　
階

段
踊
り
場
に
あ
る
ガ
ラ
ス

ブ
ロ
ッ
ク
の
シ
ー
リ
ン
グ

処
理
、
目
地
詰
め
な
ど
の

対
応
を
図
り
ま
す
。

問　
中
畑
小
学
校
北
校
舎

は
築
54
年
を
迎
え
て
お

り
、
壁
の
ひ
び
割
れ
や
階

段
滑
り
止
め
の
ガ
ム
テ
ー

プ
補
修
、
天
井
の
劣
化
な

ど
が
目
立
つ
が
、
健
康
と

安
全
に
対
し
て
こ
の
状
況

を
ど
う
考
え
る
か
。

答　
教
育
振
興
課
長　
危

険
箇
所
や
不
具
合
箇
所
の

把
握
に
努
め
て
お
り
安
全

は
確
保
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

問　
中
畑
小
学
校
北
校
舎

は
54
年
間
外
装
補
修
を
し

て
お
ら
ず
、
ベ
ラ
ン
ダ
の

サ
ビ
が
進
行
し
、
安
全
確

保
の
観
点
か
ら
危
険
で
あ

る
。
ま
た
、
善
郷
小
学
校

で
は
、
ト
イ
レ
の
引
き
戸

が
な
い
。

　
そ
れ
ら
は
適
切
な
維
持

管
理
と
言
え
る
か
伺
う
。

答　
教
育
振
興
課
長　
学

校
と
確
認
し
な
が
ら
優
先

順
位
を
定
め
て
、
維
持
管

理
に
努
め
て
い
ま
す
。

問　
雨
漏
り
等
が
あ
る
中
、

子
供
達
の
転
倒
リ
ス
ク
も

あ
る
。
こ
れ
ら
は
単
な
る

経
年
劣
化
で
は
な
く
生
徒

の
命
や
安
全
に
直
結
す
る

問
題
と
な
る
。
事
故
が
発

生
し
た
際
に
責
任
は
自
治

体
と
考
え
る
が
、
い
か
が

か
。

答　
教
育
振
興
課
長　
学

校
で
は
廊
下
や
階
段
は
走

ら
な
い
な
ど
の
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問　
小
学
校
の
維
持
管
理

の
考
え
は
。

答　
教
育
長　
環
境
が
人

を
育
て
る
と
言
わ
れ
ま

す
。
古
い
校
舎
を
後
輩
に

繋
い
で
い
こ
う
と
学
校
教

育
を
し
て
い
ま
す
。
教
育

環
境
に
よ
っ
て
、
子
供
達

の
心
の
教
育
が
悪
い
方
向

に
向
か
な
い
よ
う
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

一般質問の動画
をご覧いただけ
ます。

三城目農業集落排水
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  三
み
村
むら
　正
まさ
一
いち
　議員

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
の
実
績
と
効
果
は

答 
住
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
次
の
施
策
に
発
展
で
き
た

問　

昨
年
の
９
月
議
会

で
、
財
政
改
革
の
実
行
計

画
に
つ
い
て
、
現
在
は
策

定
中
で
あ
り
、
理
念
や
重

点
事
項
を
反
映
さ
せ
た
取

組
を
具
体
的
に
記
載
す

る
、
評
価
を
示
し
て
年
度

毎
に
進
捗
管
理
を
行
う
と

の
答
弁
だ
が
、
実
施
計
画

を
示
し
て
予
算
説
明
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
町
長　
実
施
計
画
に

つ
い
て
は
、
鋭
意
作
成
中

で
あ
り
、
お
示
し
で
き
る

段
階
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

７
年
度
の
基
準
は
、
財
政

調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
れ

を
行
わ
な
い
予
算
編
成
を

目
指
し
ま
し
た
。

問　
実
施
計
画
の
必
要
性

を
認
識
し
て
い
な
が
ら
、

作
成
中
と
は
、
何
か
問
題

か
障
害
が
あ
る
の
か
。

答　
総
務
課
長　
業
務
が

回
っ
て
い
な
い
部
分
が
あ

り
、
よ
り
実
行
性
の
あ
る

計
画
を
と
内
容
を
吟
味
し

て
い
る
た
め
時
間
を
要
し

て
い
ま
す
。

問　
会
計
年
度
任
用
職
員

の
削
減
に
つ
い
て
尋
ね

る
。

答　
町
長　
有
事
か
ら
新

た
な
平
時
に
対
応
し
た
組

織
運
営
を
図
る
為
、
事
務

補
助
員
24
名
を
減
ら
し

て
、
約
六
千
三
百
万
円
の

予
算
削
減
を
し
ま
し
た
。

削
減
に
よ
り
住
民
サ
ー
ビ

ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
努

め
ま
す
。

問　
８
年
度
以
降
も
、
検

討
し
な
が
ら
取
組
む
の

か
。

答　
総
務
課
長　
現
段
階

で
削
減
す
る
考
え
は
無
い

で
す
。

問　
ス
マ
ー
ト
パ
ー
ク
に

つ
い
て
、
駐
車
場
が
狭
い

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

現
在
で
も
、
コ
コ
ッ
ト
利

用
者
の
利
便
性
が
あ
る
の

で
、
場
所
の
変
更
を
し
て

欲
し
い
と
の
要
望
が
あ
る

が
考
え
を
伺
う
。

答　
教
育
長　
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
の
建
設
場
所
は
、
複

合
施
設
コ
コ
ッ
ト
の
駐
車

場
に
建
設
予
定
し
て
い
ま

す
。
残
地
を
共
用
駐
車
場

と
し
て
運
用
し
ま
す
。

行財政改革の実施計画のない予算編成は
答 鋭意作成中で、お示しできる段階ではない

問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
実
証
実
験
、
行
き
活
き

タ
ク
シ
ー
、
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン

ド
バ
ス
事
業
の
実
績
と
効

果
を
尋
ね
る
。

答　
町
長　
令
和
６
年
度

行
き
活
き
タ
ク
シ
ー
に
つ

い
て
は
、
利
用
件
数
５
９

８
２
件
、
1
日
平
均
19

件
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

は
12
月
末
で
２
１
４
２
名

１
日
平
均
13
名
、
Ａ
Ｉ
デ

マ
ン
ド
バ
ス
は
１
月
15
日

か
ら
２
月
末
で
３
５
４
名

１
日
平
均
11
名
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
効
果
と
し

て
事
業
等
の
課
題
、
意
見

要
望
集
約
に
よ
る
住
民

ニ
ー
ズ
を
把
握
で
き
ま
し

た
。

問　
太
田
市
や
喜
多
方
市

と
比
べ
て
、
バ
ス
一
台
の

運
行
費
用
に
３
倍
の
差
が

あ
る
。
行
財
政
改
革
の
中

で
、
国
県
の
補
助
が
な
く

な
っ
た
時
、
こ
の
事
業
の

継
続
を
ど
う
す
る
の
か
。

答　
町
長　
来
年
度
以
降

も
、
国
県
の
補
助
金
を
活

用
し
、
財
源
の
確
保
と
費

用
圧
縮
を
図
り
持
続
可
能

と
な
る
よ
う
に
努
め
ま

す
。

問　
矢
吹
町
に
は
、
タ
ク

シ
ー
の
台
数
が
少
な
い
の

で
は
な
い
か
、
増
車
要
請

は
で
き
な
い
の
か
。

答　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

長　
民
間
企
業
の
こ
と
で

も
あ
り
、
行
政
側
で
何
か

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

問　
１
月
か
ら
の
利
用
状

況
を
み
る
と
２
台
で
な
く

１
台
で
も
充
分
サ
ー
ビ
ス

が
可
能
で
な
い
か
。

答　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

長　
行
き
た
い
時
に
す
ぐ

に
移
動
で
き
る
よ
う
2
台

用
意
し
て
お
り
ま
す
。

町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

一般質問の動画
をご覧いただけ
ます。

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

健
康
セ
ン
タ
ー
の
運

営
に
つ
い
て

■地域公共交通事業実績等（利用者、事業費等）
日数 利用者（人） 平均

（人 /日）
事業費
（万円） 補助金

行き活きタクシー

令和 4年度 365 4,748 13 397 　

令和 5年度 366 5,929 16 456 　

令和 6年度 1月末迄 306 5,982 19 492 　

合　　　計 1,037 16,659 16 1,345 　

コミュニティバス 　 　 　 　

令和4年度 67 680 10 515 　

令和 5年度 205 2,175 11 1,451 県補助
291万

令和 6年度 12月迄 156 2,142 13 1,411 県補助
285万

合　　　計 428 4,997 11 3,520 　

ＡＩデマンドバス 　 　 　 　 　

令和６年度予算 51 　 　 2,756 50%
国補助

1/15 ～ 2/28 33 354 11 　 　
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

町
村
議
会
議
員
研
修
会

  青
あおやま
山　英

ひで
樹
き
　議員

答 財政計画を策定中

問　
令
和
７
年
度
当
初
予

算
に
関
し
て
は
か
な
り
縮

減
財
政
と
な
っ
て
い
る
。

※
義
務
的
経
費
で
あ
る

※
扶
助
費
の
削
減
は
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
等
に
な

ら
な
い
か
と
の
不
安
も
あ

る
。
敬
老
会
関
係
で
は
敬

老
祝
い
金
が
二
百
万
円
減

ら
さ
れ
、
長
寿
祝
金
も
二

百
万
円
ほ
ど
減
額
と
な
っ

て
い
る
。
そ
こ
ま
で
経
費

削
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
か
。

答　
総
務
課
長　
高
齢
者

の
方
に
も
っ
と
も
っ
と
頑

張
っ
て
と
い
う
こ
と
で
、

祝
い
品
と
祝
い
金
の
両
方

を
差
し
上
げ
て
お
り
、
か

な
り
手
厚
く
税
金
の
原
資

を
振
り
向
け
て
い
ま
す
。

今
回
、
事
業
の
見
直
し
を

行
い
予
算
規
模
は
縮
小
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
質
を
落

7
年
度
予
算

　

バ
ス
運
行
費
と
敬
老
会
費
に
着
目

答 

質
を
落
と
さ
ず
し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
た
い

と
さ
ず
敬
老
会
と
い
う
祝

い
は
し
っ
か
り
や
っ
て
い

き
ま
す
。

問　
Ａ
Ｉ
型
オ
ン
デ
マ
ン

ド
バ
ス
運
行
（
１
月
中
旬

～
３
月
運
行
）
で
は
バ
ス

１
台
当
た
り
１
日
で
27
万

円
も
の
経
費
で
あ
り
、
利

用
者
わ
ず
か
11
名
余
し
か

い
な
い
こ
と
は
、
コ
ス
ト

が
か
か
り
す
ぎ
と
の
町
民

の
声
が
多
い
が
、
い
か
が

か
。

答　
町
長　
足
を
と
に
か

く
確
保
し
な
い
と
フ
レ
イ

ル
化
し
て
お
年
寄
り
が
ど

ん
ど
ん
弱
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
要
支
援
、
要
介
護
に

な
っ
た
場
合
、
本
人
も
、

家
族
も
、
地
域
も
、
町
と

し
て
も
様
々
な
困
難
を
伴

い
ま
す
。
ま
ず
は
足
を
提

供
し
、
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
つ
い
て
は
し
っ

か
り
と
吟
味
し
て
い
き
ま

す
。

羅針盤なく１年経過
� 財政シミュレーションはいつ

問　
歳
入
歳
出
の
見
直
し

に
つ
い
て
、
令
和
７
年
度

に
行
財
政
改
革
推
進
に
特

化
し
た
組
織
強
化
を
図
る

予
定
と
の
こ
と
だ
が
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
す
る
の
か
。

答　
総
務
課
長　
歳
出
の

改
革
と
し
て
一
つ
目
は
委

託
事
業
の
見
直
し
、
直
営

と
の
比
較
検
討
。
二
つ
目

に
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く

施
策
事
業
の
見
直
し
。
三

つ
目
と
し
て
Ｄ
Ｘ
の
推
進

に
よ
る
行
政
事
務
の
効
率

化
を
行
い
ま
す
。

　
歳
入
改
革
で
は
一
つ
目

と
し
て
普
通
財
産
の
売

却
、
二
つ
目
は
公
共
施
設

の
適
正
な
維
持
管
理
と
町

民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上

の
た
め
の
使
用
料
・
手
数

料
の
見
直
し
、
三
つ
目
と

し
て
ふ
る
さ
と
納
税
、
商

工
観
光
課
と
の
連
携
を
し

ま
す
。
四
つ
目
が
ガ
バ
メ

ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
資
金
の

調
達
、
最
後
に
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
、
公
共
施
設
等

の
命
名
権
の
販
売
に
も
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
考

え
て
い
ま
す
。

問　
特
に
委
託
業
務
の
見

直
し
が
重
要
。
※
経
常
経

費
充
当
一
般
財
源
等
で
の

物
件
費
、
補
助
費
が
膨
ら

ん
で
き
て
お
り
、
そ
こ
を

抑
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
も
う
一
年
も
経
つ
が

行
財
政
大
綱
で
の
財
政
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
出
し

て
も
ら
え
な
い
の
か
。
羅

針
盤
の
無
い
船
に
乗
っ
て

い
る
よ
う
で
不
安
が
あ
る

が
い
か
が
お
考
え
か
。

答　
総
務
課
長　
今
、
策

定
中
で
す
。

一般質問の動画
をご覧いただけ
ます。

※
経
常
経
費
充
当
一
般
財
源
と
は

　
経
常
的
な
経
費
に
充
当
さ
れ
た
一
般
財
源
の
こ
と
で
、

人
件
費
（
職
員
の
給
料
な
ど
）、
扶
助
費
（
生
活
保
護
費

な
ど
）、
公
債
費
な
ど
毎
年
常
に
支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
経
費
。

※
義
務
的
経
費
と
は

　
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
の
3
つ
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。

※
扶
助
費
と
は

　
生
活
保
護
や
児
童
手
当
、
各
種
扶
助
費
な
ど
、
生
活

困
窮
者
や
児
童
、
障
害
者
な
ど
を
援
助
す
る
た
め
に
要

す
る
経
費
。

※
義
務
的
経
費
の
性
格

　
義
務
的
経
費
は
、
任
意
に
削
減
で
き
な
い
硬
直
性
が

強
い
経
費
。　
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人
事
・
視
察
・
研
修

涌
谷
町
財
政
再
建
に
つ
い
て

�

議
会
運
営
委
員
会
視
察
研
修

　
平
成
31
年
１
月
30
日
に
「
財
政
非
常
事
態
宣
言
」
を
発
令
し
た

宮
城
県
涌わ
く
谷や

町ち
ょ
うの
そ
の
後
５
年
間
に
お
け
る
財
政
健
全
化
の
取
組

み
と
評
価
の
調
査
を
目
的
に
、
令
和
７
年
２
月
12
日
に
研
修
を
行

い
ま
し
た
。
取
組
み
の
効
果
額
と
し
て
、
11
・
６
億
円
余
り
、
財

政
調
整
基
金
は
６
億
円
か
ら
15
億
円
に
回
復
、
財
政
指
標
が
改
善

し
た
と
の
報
告
で
し
た
。
評
価
と
し
て
宣
言
発
令
は
良
か
っ
た
と

す
る
反
面
、
企
業
誘
致
、
移
住
者
、
職
員
採
用
に
多
大
な
マ
イ
ナ

ス
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
と
す
る
評
価
が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
財
政
健
全
化
で
、
も
し
宣
言
発
令
を
検
討
す
る

場
合
に
は
、
熟
慮
を
重
ね
た
十
分
な
説
明
と
慎
重
さ
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
研
修
で
し
た
。

涌谷町議場

未来くるやぶき

　令和７年１月29日に来訪され、矢吹町屋
内外運動場「未来くるやぶき」の施設利用状
況や町への相乗効果等の質疑・意見交換が行
われました。

ようこそ　矢吹町へ　
山形県村山市議会会派「市政・公明クラブ」視察訪問

太
田
市
の
地
域
公
共
交
通
の

�

取
り
組
み
状
況

�
産
業
民
生
常
任
委
員
会
視
察
研
修

　
令
和
７
年
１
月
30
日
群
馬
県
太
田
市
を
訪
問
、
地
域
公
共

交
通
や
経
済
活
性
化
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
調
査
研
修

を
し
て
き
ま
し
た
。

　
地
域
公
共
交
通
で
は
、
市
内
在
住
、
歩
行
以
外
の
手
段
を

持
た
な
い
外
出
困
難
な
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
買
い
物
を
支

援
す
る
「
お
う
か
が
い
市
バ
ス
」、
公
用
車
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
と
も
に
支
援
す
る
買
い
物
困
難
高
齢
者
支
援
事
業
「
お

買
い
物
ク
ラ
ブ
」
が
あ
り
、
経
済
の
活
性
化
で
は
太
田
市
デ

ジ
タ
ル
金
券
（otaco

）
カ
ー
ド
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
市

内
経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
研
修
の
成
果
を
踏
ま
え
今
後
の
町
政
に
寄
与
し
た
い

で
す
。

太田市議場
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編
集
後
記

　
寒
さ
の
残
る
中
に
も
、
春
の
訪

　
寒
さ
の
残
る
中
に
も
、
春
の
訪

れ
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
、
皆
様

れ
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
、
皆
様

に
は
お
元
気
で
お
過
ご
し
の
こ
と

に
は
お
元
気
で
お
過
ご
し
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
。

と
存
じ
ま
す
。
44
月
に
入
り
ま
し

月
に
入
り
ま
し

た
が
、
肌
寒
い
日
が
続
い
て
お
り

た
が
、
肌
寒
い
日
が
続
い
て
お
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
自
愛
く
だ

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
自
愛
く
だ

さ
い
。

さ
い
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
、
議
員

　
お
か
げ
さ
ま
で
、
議
員
22
期
目
期
目

が
ス
タ
ー
ト
し
て

が
ス
タ
ー
ト
し
て
11
年
が
過
ぎ
、

年
が
過
ぎ
、

広
報
委
員
と
し
て
も

広
報
委
員
と
し
て
も
66
年
目
を
迎

年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
議
会
の
審
議
を
し
っ

え
ま
し
た
。
議
会
の
審
議
を
し
っ

か
り
と
お
伝
え
で
き
る
よ
う
、
こ

か
り
と
お
伝
え
で
き
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
一
層
励
ん
で
ま
い
り
ま

れ
か
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広報モニターの声

表　　　　紙
・�積極的に手をあげて質問しようとする姿すばら
しい。
・�子供たちの真剣な表情とても印象的でした。
12月定例会あらまし
・�「政務活動費」にふれていて、町の財源が意識
できる。
・�政務活動費交付の廃止は残念です。研究、研修
に役立ててほしかった。
一般質問
・質問と答弁がかみ合っているのか。
・�町をより良くしようとする議員さんの想いが伝
わってきます。

子ども議会
・視点や意見に関心、子供たちが頼もしい。
・子どもたちはこの記事で関心を抱くだろうか。
二十歳を祝う集い・編集後記
・議員さんの町民に寄せる想いが感じられます。
・笑顔の写真素敵です。
自由記入
・�町に住むベトナム人やインド人と共有できるイ
ベントやお祭りが増え、盛り上がるのでは。
・�議会だよりを見るより議会で聴いた方が分かり
易い。

次回６月議会のご案内

●�３月議会の傍聴者は計39人でした。ありがとうございました。

開　　会　６月６日㈮　午前10時
一般質問　６月９日㈪・10日㈫
　　　　　　　午前10時予定

過去の会議録の検索は
家に居て議会が聴ける
� QRコード

動画配信中

佐
さ く ま
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  氏
新任（三城目）

任期　令和７年７月１日から３年間

人
権
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護
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員
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事

訂
正
と
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前
号
２
０
６
号
４
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ー
ジ
の
委
員
の
名
前

に
誤
記
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
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い
た
し
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す
。

　
誤
…
堀
井
茂
人 

氏

　
正
…
堀
井
成
人 

氏

（206号議会だよりから）
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議
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す
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ご
意
見
・
ご
感
想
を
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せ
く
だ
さ
い
。


